






その他のタイトル The Making of The Qingshi (2)
URL http://hdl.handle.net/2241/13737
『情史』の編集方法（2）  
小 松 建 男  
4『情史』と『艶異編』  




















る（なお『虚谷間抄』は、『古今説海』所収1）のものを使用している）。   
小 松 達 男  
例1  
海 安西市吊韓有販慧求利而篤之平者。姓張，家富於財，居光徳望，其女閲色也。  
嘗重寝。  
邪 推安西市吊韓有坂粥求利而寛之平者。姓張，不得名，家富於財，居光徳旦  
其女園色也。嘗因蓋濾。  
『虚谷間抄』では、『説郡』で 「准安」となっている箇所が「安」一字になり、「姓  
張、不得名」となっている箇所で「不得名」の三文字が、また「嘗困豊海」と  







海 乃吏部沈公也。俄襲呼臼：‘滴書架∵’叉有識者，非帥王公也。遽巡復連呼  
日：－、長束。’’皆郎官以上六、七人坐畢。  








の話が収められているかを示すと以下のようになっている。   
「情史』の編集方法（2）  
書  名  巻  数  
『説郡』（痛雰楼本）  巻4（p，79）  




艶 安西布烏輝石版驚求利而篤之平者。妊娠，家畜於財，屠光徳里，其女固色。  
女嘗書寝。  
情 安丙布田韓有販驚求利而寛之平者。姓張，家富於財，居光徳乳 見女園色。  
女嘗重患。  




説海 』の「其女圃色也。嘗重寝」が、「其女園色。女嘗書籍」と「也」が「女」  




艶 乃吏部沈公也。俄又時日：i‘尚書来。’1又有識者、升師王公也。遽巡復連呼  
臼：“某来。’’皆郎官以上ノ（、七人坐畢。  
情 乃吏部沈公也。俄又時日：‘－尚書釆。■’叉有識者，井師上公也。速巡復連呼  
日：‘＼某来。’’皆郎官以上六、七人坐畢。  





海 女目：‘■且須膏沐操冶。”母語。良久，絶版盛鰍雨季。   
′ト 松 建 男  
情 女日：“且須膏沐洩檎。’’母語之。良九 胎盤飾而至。  
艶 女日：“且須膏沐操檜。’’母数之。良久，絶胎盤飾両室。  
邪 女日：“且須膏沐洩檎。’’母聴。良久，艶胎盛飾而至。  
稗 女日：“且須膏沐操措。’、母怒。良久，艶赦盛飾而至。  
以上のように、同じA類であっても、細か〈本文を比較してみると、『情史』  
の本文は、『古今説海』より、書き換えのある『艶異編』の本文の万に近いこと  























揚鋲祖の評語として引用したであろう）。   



















『情史』の本文がどの程度似ているかみてみたい。   
まず「牡丹燈記」について。筆者が比較に使用したのは、以下の六種類の本  
文である（但し『国色天香』は、「牡丹燈記」の前半を欠き喬生の「供状」から  
後を採録している）。   
表2  
作 品 名  巻 数   
燈記」  巻2（p．49）   
牡丹燈記」   巻10（p・178）   
牡丹燈記」   巻40（p．529）   
脚」   巻20（p．669）   
燈記」   巻5（p．300）   
南面   巻6（p・446）   
供状」  同上   
供帆   同上  
















国 況食違之怪誕，乃冥器之妖精。  
燕 況金運之怪誕，乃冥器之妖精。  
オ 況金運之怪誕，恨明器而矯誼。  
艶 況金蓮之怪誕，椴明器厄矯誼。  




勢 始繹然ロ：‘－老夫不下山，己六十年，小子餞舌，煩吾一行。”  
燕 醜微晒Rニ ∵老菜不下山 己六十年臭，小子餞古 今我不得解避。’’  
オ 道人目ニ‘㌧吾老島，不復下山，己六十能年，小子餞舌，煩吾一行。’’  
艶 遣人目：‘i吾老臭，不復下山，己六十除年，小子饅舌，煩吾一行。’’  
情 道人日：‘‘吾老莫，不復F山 巳六十験年，ノト子餞舌，煩吾一行。  









う官 途輿生倶人西廊。直砥室中，女宛然在坐。敏之日（後略）  
燕 興之入西廊。直至呈中，女敷之臼（後略）  
オ 遂興生倶入西廊。直航室中，女子宛然在坐。敦之口（後略）  
艶 遂輿生倶入内廊。直砥董中，女子宛然在坐。敏之日（後略）  



















牡」までは「請於寺倍而寛之」となっていて、「艶牡」や「情牡」と異なってい   





たに過ぎないであろう。   
例8  
努 請於寺偲而賛之，死己久美。輿女之屍，傭仰臥於内。女貌如生焉。寺僧嘆  
日：‘－此奉化州別符君之女也。死時年→十七。権暦於此，恕家赴北，責絶  
青線．至今十二年臭。不意作怪如是。1’  
燕 急請寺偲而襲之，死己久夫。輿女屍，僻仰臥於内。女貌如生焉。寺倍嘆R：  
い此奉化州判符君之女也。死時年十七。権寄於此，畢家北遷，責維音耗，至  
今十有二年臭。不意作怪如是。’’  
才 請於寺檜而吏之，死巳久夫。輿女子之屍，傭仰臥於柩内。女親如生焉。寺  
中倍衆嘆ロ：‘－此奉化州判符君之女也。死時年一十七。権倍於此，寒豪速  
去．寛絶音耗，至今十有三年夫。不意作怪如是。’’  
艶 請於寺中，間之於主僧l而敏之。死己久夫。輿女子之屍，傭仰臥於柩内。女  
貌如生焉。寺中僧衆境目：い此奉化州判符君之女也。死時年十有七。権暦  
於此，畢豪速去，尭経書耗，至今十有三年臭。不意作怪如是。”  







努 紅緒翠袖，停痺鰯鰯，蓮農澱西而去。   
『情史』の編集方法（2）   
燕 紅裾線ネ右 棒婦鰯柄，蓮避投西而去。  
オ 紅裾翠袖，析研媚媚，蓮避投西而去。  
艶 紅碩■翠袖，折析媚媚，編躍投西而去。  










努 明旦詰之，秘不肯言。都翁日：“（中略）一旦眞元耗羞，災昔来臨，（中略）  
而連環葺壌之客也。可不悲夫！’’（中略）臨翁日：i－彼言僑居湖西．菖往物  
色之，則可知美。’’  
燕 明旦詰之，謹不肯言。都翁日：■－（中略）一旦眞元耗志，災昔来臨，（中略）  
而遽焉黄壌之客也。可不悲夫！’’（中略）臨翁日：i■彼言僑居湖西，菖往訪  
問，有無則可知夫。’’  
オ 明旦詰之，秘不肯言。鄭翁日：‘i（中略）一旦眞元泄蓋，災富来臨．（中略）   
l而遽焉責壊之客也。可不悲夫！’’（中略）臨翁日：‘一枝言僑居湖西，菖往訪  
間之，則可知夫。’’  
艶 明日詰之，秘不肯言。都翁日：“（中略）一日眞元泄塞，災岩乗臨，（中略）  
而遽篤黄泉之客也。可不悲夫！’’（中略）臨翁口：“彼言値居湖西，子往訪  
問之，則可知夫。’’  





話』の作品について、複数の本文を知っていたらしいので10）、ここは彼が「燕   
小 松 建 男  




c「膵穆酔遊粟景園記」   
次に、「膝穏酔遊究景園記」について。筆者が比較に使用したのは、以下の六  
種類の書物である。   






これらについてどちらと一致するかを見てみたい。   
「野際」と「燕膝」の本文が異なる時、「寸隙」の本文は後者に、「艶隙」と  






勢 良久，月隙西垣，河傾東嶺，即命題勉撤席。   
『情史』の編集方法（2）   
何 良久，月隠西垣，星沈北嶺，餌命勉勉撤席。  
林 良久，月曝西垣，星沈北嶺，帥命勉勉撤席。  
オ 良久，月陰西垣，星沈北嶺，即命勉毯撒布。  
艶 良久，月翳西垣，河傾東鋒，即命鞄勉撤席。  
情 良久，月翳西垣，河傾東銀，即命勉勉撤席。  
次の例では、台詞の後半が「努膝」や「艶謄」・「情勝」と異なる。  
例12  
努 美人請於生日：i‘臨安，妾郷也。従君至此，己閤三秋。今願得倍行以顧硯  
勉乳’’  
何 美人請於生臼：－◆臨安，妾郷也。従君至此，巳得三秋。今耐君往，噸得一  
掃，以訪勉勉也。”  
林 美人請於生日：i一臨安，妾郷也。従君至此，己得三秋。今而君往，願得一  
掃，以訪勉勉也。’’  
」 美人請於生日：“臨安，妾郷也。従君至此，己得三秋。今而君往，願得一  
韓，以訪勉勉也。’’  
艶 美人請於生日：‘一臨安，妾郷也。従君至此，己閲三秋。今願得倍行以顧視  
勉勉。’’  





け継がれていることはほとんどない。   
次に「常勝」と「艶隙」の間で本文が相違する時を見ると、「情棟」は「艶隙」  
に一致する。その幾つか見てみよう（『燕居筆記』の本文は二種類とも「オ隙」  
と同文であるので、例15まで本文を省略する）。   
次の例、「艶謄」と「情膝」では、「常勝」と「オ隙」の「固」が「因」に、「二  
十三」が「二十調」に改められ、「也」と「於」が削除きれている。なお「オ隙」  
と「燕昧」では「勢昧」の「政宗理毒」の箇所に「采」の字が欠けている。   
小 松 達 男  
例13  
努 生聞此言，（中略）回間之。乃日：－▲芳華、姓衛。放采理宗朝宮人也，年二  
十三而投，稽於此園之側。（後略）’’  
オ 生聞此言，（中略）固間之。乃臼こ“芳華，姓衛。故理宗朝宮人也，年二十  
三而穀，瑠於此園之側。（後略）’’  
艶 生聞此言，（中略）因問之。乃円：‘－芳華，姓循。故末理宗朝宮人，年二十  
凶而投，稽此固之側。（後略）”  








努 記前朝善事，（中略）顧港芙薬酒露，断堤楊柳垂煙。（中略）波浸龍船。  
平時玉屏金星，封漆燈無焔夜如年。（後略）  
オ 記前朝善事，（中略）麿港芙薬酒露，  
平生銀屏金屋，封漆燈無焔夜如年。  
艶 記前朝善事，（中略）商港芙薬潤露，   
平生銀屏金屋，封残燈無償夜如年。  







（後略）   
次の例では、「努膝」と「オ膝」の「生慢性不忍」、「不可違越」、「若更遅留」  
が、それぞれ「生懐椀不巳」、「不可遼越」、「若顧遅留」になっている。なお「オ  
膝」と「燕膝」では「努膝」の「獲庚」が「獲告」になっている。   
F情史』の編集方法（2）  
例15  
努 生憶僅不忍。美人口：“（中略）然而程命有限，不可連越。若更遅留．須菖  
獲庚。（後略）’’  
オ 生懐悼不忍。美人R：“（中略）然而程命有限，不可連越。若吏遅留，須営  
獲笛。（後略）’’  
艶 生憶碗不巳。美人口：▲－（中略）然而指命有限，不可避越。若顧遅留，須菖  
獲戻。（後略）’’  






えられる。   
化L「労膝」と「燕勝」の本文が異なる時、「艶膝」と「情謄」の本文が「燕  






タブ 懇親應命而去。  
何 勉麹席命而去。  
於空際。  
林 勉親鷹合而去。  
於空際。  
オ 勉勉鷹命而去。  
於空隙。  
艶 勉勉應命而去。  
非世所有。  






須爽携紫艶鈍鋪於中庭，設白玉礪花椿，（中略）酪醒馨香，   





斬 首娩新月殿。  
何 垣蛾新月殿。  
林 垣蛾群月殿。  
オ 常蛾蘭月殿。  
艶 垣蛾新月殿。  
情 垣蛾紆月殿。  
例18  
勢 今晩因往演碩訪貿貴妃。  
何 今晩囲往演廟堂訪頁貴妃。  
林 今晩因待清福堂訪要員妃。  
オ 今晩凶往演頑訪琶貴妃。  
艶 今暁困往清福堂訪買貴妃。  










































共編』bよりも書き換えが少ない。   
まず、「安西張氏女」を見ると、『艶異編』aは例1の「其女園色。女嘗喜藤」  
が『艶異編』bと同じであるほかは、皆『古今説海』と同文である。また『情  
史』も、『情史』b・『情史』Cを見ると、『情史』aと同じなのは、「其女園色。   








海 （前略）中宵酒鮒。井州見張氏両税之，  
Ya （前略）中宵酒鮒。井州見張氏両税之，  
Yb （前略）中宵酒鮒。井師見張氏而硯之，  
Qa （前略）中宵酒酌。井師見張氏而税之，  
Qb （前略）中宵酒酌。刑・卜l見張氏而硯之，  






尤囁意焉。   
個別に例示しただけでは、分かりにくいで、以上の相違箇所をもう一度真に  
してみた。表中本文の列に記されている文字が、『古今説海』の本文であり、Ya  
以下は、これと同じであれば「O」、異なっていれば「×」で表示してある。   
表4  
本文       QaQb   埜 
． p  
×   
1¢  
（竺）  x   
（5）   O  
（6） 刑小l  …． o   
これを見れば、『艶異編』と F情史』は、テキストによる遠いはあるものの、  
（2）の行はみな「×」つまり『艶異編』と『情史』のどのテキストも『古今説  
海』と異なるので、仮に r艶異編』aをとってみても『古今説海』よりも『艶  
異編』の方が『情史』の本文に近い。また（4）の行は『艶異編』bと『情史』  
a・b・Cが皆「×」になっているので、『艶異編』aよりも『艶異編』bの方   
r情史』の編集方法（2）  
が『情史』に近いということができるだろう。   
この他に『情史』のテキスト間では、評語の部分にも異なる筒所がある。  
例20  
Qa 死得所天，維死何恨。  
Qb 死得所生，錐死何恨。  











Ya 明旦詰之，秘不肯言。郵翁R：“（中略）一旦眞元耗羞，災昔来臨，（中略）  
而連環薫壌之客也。可不悲夫t”（中略）臨翁臼こ‘一線言僑居湖西，普往訪   
問之’則可知夫。’’  
Qb 明日詰之，秘不肯言。都翁日：－－（中略）一日眞元泄墓，災古来臨，（中略）   
l栢遠島責壊之客也。可不悲夫！”（中略）臨翁日：‘i彼言僑居湖西，子往訪  
間之，削可知夫。、’  




め直すと以下のようになる。   














努 法師以来符二道援之。  
燕 法師以朱符二道授之。  
オ 法師以朱符二道接之。  
艶 法師以朱書符二道援之。  
情 法師以朱書符二道按之。  
例22  
努 直上絶頂，果有草庵一所。  
燕 直至絶頂，果有草庵一所。  
オ 直至絶頂，果有草庵一所。  
艶 其上絶頂，果有草庵一所。   
r情史』の編集方法（2）  
情 其上絶頂，果有草庵一所。  
例23  
労 而審之，則病梧，不能言臭。  
燕 而上聞之，則病焙，不能言臭。  
オ 則己病梧唖，不能言美。  
艶 両者間其故，其法師則巳病梧畦，不能言央。  
情 而審問其故，其法師則巳病培唖，不能言臭。  
二れらの例を見れば、数に違いはあるが、『艶異編』aの本文も『オ鬼記』の書  
き換えを踏襲し、更に書き換えを加えたものである点では、『艶異編』bと変わ  



















順でないとおかしい。   
確かに 机情史』Cは『艶異編』aに近いが、常に『艶異編』aと一致するわ  
けではない。例10－2でも「一日」は『艶異編』bと同じであり、『艶異編Jaが   















委山堂本F説邦』にも収められているが、本文は『古今説海」と同文。   
2）テキストは、『虞初志j（北京市中国事店1986）。   
3）テキストは、『琉谷奉答』（『古本′ト悦集成』上海古籍出版社 刊年不記）。   
4）毛致同縞「摘心祖研究資料虹編』（上海古籍出版社1986）では、この評語を  
揚顕祖のものとしている（同書p．28）．   
5）『努灯新話』と r勇灯余話』所収の作品が、明代後期のどの編纂物に収録され  




p．61に見えている。ニの機会に、陳氏に倣い大塚氏の衷を補訂Lておくと、『努灯   
余話』の「軟夕訪琵琶手記」は、F続艶異編』巻14（「都椀俄倖」p．705）に、「轍機   
合記」はF情史』巻10（「遠雷失里」p．273）に、それぞれ見えている。また、上海  
古籍出版社本『努灯新話』の付録となっている、「寄梅記」は、『艶異編』の巻27   
（「西間者梅記」p．390）に見える。   
6）r努灯新話』のテキストは、『暫灯新話』（上海古籍出版社1981新一版）。他に  
r努灯新話句解』（『古本小脱竺刊』第33額 第4冊 中特有局1991p．1800）を  
参照した。   
r情史」の編集方法（2）  
7）テキストは、何大給編 r燕居宅近』（『古本小説集成』上海古籍出版社 刊年   
不記）亡  
8）テキストは、『国色天香』（『古本′ト1鬼集成』上海古籍出版社 刊年不記）。  
9）秋膏久紀夫「再び努灯叢話について」（F文芸と思想』40号1980年）p．10。  
なお秋吉氏は、⊥記の論文で、『努灯叢話』本系統の本文の出現を、F努灯叢話』   
の刊行された万暦21年（1593）としておられるが、『国色天香止は万暦15年（1587）   
に刊行されている。また、『国色天香」は「牡丹燈記」の後半しか掲載していない   
ので、少なくとも「牡丹憧記」に関する限りは、万暦15年よりも更に以前に秋吉   
氏の言われる『努灯叢話』系統の本文が出現していたはずである。  
10）『オ免記』では、一つの作品について複数の本文を見た場合、その異同を注記   
していることがあるが、『努灯新話」を出典とする作品のうち「愛卿侍」（巻10   
p．168）と「翠翠博」（巻10 p．172）の文末には、この注記がついている。  
11）この例中、上海古籍出版社本『努灯新話』が「波浸龍船」、「平時玉屏金屋」と   
なっている箇所を、『努灯新話旬解』はどちらも『オ鬼記』と同じ「波没籠船」、「平   
生銀屏金屋」としている。  
12）「燕膵」のみ他と異なる例を一例だけ示しておく。他の「初秋」が「中秋」に   
なっている。  
努 荏＃三蔵，嘗丁巳年之初秋。   
燕 荏再三歳，菖丁巳歳之中秋。   
オ 在韓三載，菖丁巳歳之初秋。   
艶 荏再三歳，普丁巳年之初秋。   
情 荏再三歳，菖丁巳年之初秋。  
「オ隙」のみ異なる例も一例だけ示しておく。「寸隙」では「以」となっている   
筒所、他は皆「解」である．  
努 解析御玉指環，繋於生之衣帯。   
燕 解析御玉指環，繋於生衣帯。   
オ 以所御玉指環，繋於生衣帯。   
艶 解所御玉指環，繋於生之衣帯。   
情 解析御玉指環，繋放生之衣背。   
小 松 建 男  




斬 焚用楢於墓下。   
何 焚紙嚢於地下。   
林 焚紙餞於墓下。   
才 焚紙嚢於真下。   
艶 焚借用於墓下。   
情 焚構絹於墓下。  
ユ4）なお、『才鬼記』と『艶異編Jb及び『情史』a・bは排印本をので、活字化   
するにあたり、本文が校訂されたり、字を誤ったりLている可能性も考えられる。   
しかし、校言丁によって本文が原典に近付くというならともかく、原典から遠ぎか   
る校訂をすると言う事は常識として考えられないし、各々別に活字化された書物   
間に同じ文字の誤りが出現する可能性も極めて少ないと思われるので、他本と異   
なっている箇所がこれらの排印本二冊以上に共通していれば、それぞれの瞭本が   
そうなっており、排印本にする際の改定ではないとびとまず考えておく。  
15）次の例中の「士女」♂）箇所が、r艶異編』aと『情史』Cの本文は、『オ鬼記J   
と同じ「仕女」になっているのも、rオ鬼記』と『艶異編』a、そして『艶異編』   
aと r情史』Cの本文がよく似ている一例である。但L、あとの方で、『才鬼記』   
が「賎民」である箇所は、『艶異編』aも『情史』Cも『艶異編』bや『情史』a   
などと同じ「銘明」である。  
勢 方氏之速断東也，（中略）傾城士女，皆得樅観。（中略）有喬生者，居銘明嶺下   
（後略）  
燕 方氏之速断東也，（中略）傾城土女，皆得碇観。（中略）有喬生者，居儲明嶺下   
（後略）  
オ 方氏之遽‡折東也，（中略）傾城仕女，皆得檻貌。（中略）有喬生者，居張民嶺下   
（後略）  
Ya 方氏之遽析東也，（中略）傾城仕女，皆得樅貌。（中略）有喬生者，唇鑑明嶺下   
（後略）   
F情史』の編集方法（21  
Yb 方氏之遽斬東也（中略）傾城士女，皆待樅覿。（中略）有喬生者，居銀明嶺下   
（後略）  
Qa 方氏之遮断東也，（中略）傾城士女，皆得票従観。（中略）有喬生者，唐紙明嶺下   
（後略）  
Qb 方氏之濾析東也，（中略）傾城士女，皆待縦観。（中略）有喬生者，屠錯明嶺下   
（後略）  
Qc 方氏之遽析東也，（中略）傾城仕女，皆得縦観。（中略）有喬生者，居銭明嶺下   
（後略）  
16）『情史』aと『艶異編」七が異なるのは次の箇所である（『艶異編』aと『博史』  
b・Cは F努灯新話』と同じなので省略する〕。  
努 邪械之物共宿而不倍。  
燕 邪槙之物共宿而不倍。  
オ 邪桟之物共宿而不倍。  
艶 輿邪穣之物共宿而不倍。  
情 邪積之物共宿而不惜。   
